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研究要旨 

疾病及び関連保健問題の国際統計分類(ICD)の第 11 版改定(ICD-11)の国内実用化を

検討する上で、最新の第 10 版(ICD-10)情報は必須であるが、国内の ICD 適用と WHO 

ICD-10 の間には大きな時差があり、その乖離が問題となっていた。平成 27 年度はこ

れまでに構築してきた ICD-10 傷病名索引日英対応データベースについて、今後日英双

方において WHO の修正勧告の差分並びに最新版 ICD-10 と ICD-11 との対応を統合的

に管理するための Web 管理プラットフォームを開発した。本年度はこの Web 管理プラ

ットフォームを実運用する上での課題を抽出し、機能拡充を行った。また今後日本語

傷病名索引を元に WHO ICD-11 coding tool の日本語版を開発する上での課題について

検討を行った。本研究成果によって傷病名レベルで最新の WHO ICD-10 を国内適用し、

ICD-11 との対応を含めて統合的に維持管理することが可能となると共に、ICD-11 との

対応分析を行う際に有用な基盤となると考えられる。 

 
A. 研究目的 
疾病及び関連保健問題の国際統計分類

(ICD)は、我が国では死亡統計を始め患者調

査、医療保険制度、診療情報管理に広く活

用されている。現在 WHO が進めている

ICD-10 から 11 への改訂においては我が国

の医療実態を踏まえたより適切な医療情報

を将来的に確保するために、我が国におけ

る ICD-11 の実用化に向けた検討を行う必

要がある。このような背景の下、本研究事

業全体の目的は、ICD 改訂作業をサポート

すると共に、我が国の医療において適切な

疾病分類をとりまとめること、また WHO
検討の場で行うべき対応に資する基礎資料

を作成することであるが、そのために必要

な要素の 1 つとして、現状における ICD-10
をはじめとした我が国における疾病分類の

整理は重要な課題である。特に最新の傷病

名に基づいた分析を行うためには、ICD の

傷病名索引は重要であるが、平成 26 年時点

で、現在の我が国の ICD告示は ICD-10 (2003
年版) に基づくものであり、WHO の ICD-10 
(2010 年版) からの乖離が大きいという問

題が以前から指摘されていた。 
このような背景のもと、本研究ではこれ

まで、2013 年までに累積した修正勧告を適

用し、最新の ICD-10 傷病名索引日英対応デ

ータベースを作成してきており、この基礎

データベースを元に去る平成 27 年 2 月 13

日付け総務省告示第 35 号をもって「疾病及

び関連保健問題の国際統計分類 ICD-10 
(2013 年版）」に準拠する改正が行われてい

る。また、平成 27 年度研究では、これに対

し今後の WHO 修正勧告を逐次適用し日英

双方で管理するためのWebプラットフォー
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ムの開発を行ってきた。本年度はこれを実

運用する上での課題を検討し、今後の実稼

働に耐え得るシステムとして機能拡充する

こと、並びにこれを今後 ICD-11 と連携し

ICD-11 日本語版 coding tool を開発していく

上での課題を抽出すること、を目的とする。 
 
B. 研究方法 

 前年度までに構築してきた ICD10/11 統

合管理 Web プラットフォームに対して、厚

生労働省政策統括官付参事官付国際分類情

報管理室の協力を得て、今後の実運用作業

上の観点から課題を抽出した。またその解

決方法を検討し、Web プラットフォームの

プログラム改良を行った。 
さらに、同室を介し WHO 担当者の協力

を得て、今後日本語版索引表を ICD-11 と対

応付けて WHO ICD-11 coding tool の日本語

版を作成する上での課題について検討した。 
 

C. 研究結果 
C-1) 日本語版 ICD-10 索引表の書籍刊行用

Linearization アルゴリズムの改善 

 平成 27 年度研究において、各日本語索引

語は下記に示す Linearization アルゴリズム

により書籍刊行用ソートを行うようにして

いた。より詳細については平成 27 年度分担

研究報告書を参照されたい。 
 

(1) 「ア」は「ア 1」、「あ」は「ア 2」等

と置換する。 
（カタカナ語、ひらがな・漢字語の並び

順を書籍特有の要望に基づき微調整で

きるようにする） 
(2) 上位からヨミガナを引き継ぐ際に、セパ

レータ文字「★」を挟む 
（上位からヨミガナを引き継がせた結

果、偶然同じヨミガナになってしまうこ

とがある） 

(3) ヨミガナの後に、セパレータ「@」を挟

み、元々の文字列本体を付加する。 

（同じヨミガナを持つ複数のエントリ

ーがあった場合、区別が出来ない） 
(4) 以上によって、各索引語に 

{Linearization 用文字列：＝ 
【「ア－ン + 数字」ペアの列で表現した

ヨミガナ+ @ + エントリー文字列本体】

を、上位階層から「★」で引き継がせた

階層パス付き文字列} 
 を付加し、これを UTF-8 ソートする。 

 
しかしこれに基いて実データを人手検証し

た結果、対応できないケースがあることが

判明した。例えば、 
a) 創傷（ソウ|ショウ） 
b) 双生,歯 (ソウ|セイ|シ) 

c) 創部清拭（ソウ|ブ|セイ|シキ） 
は、読みがなで並べ替えるとこれで正しい

が「創」で始まる語の間に「双生～」が入

ってしまっている。しかし辞書順としては

同一の漢字から始まるものは並んでいるこ

とが望ましい。 

これまで Linearization 文字列を定義する

時には「ヨミガナ + @ + 文字列本体」を上

位階層から引き継がせる構造としていたが、

実際にはヨミガナの各音（上記では「ソウ」

「ショウ」etc ）を全て分割し、それぞれの

直後に元の文字列の１文字ずつを入れる構

造としなければならない事が判明した。上

記 a) で言えば、正確には以下のようになる。 
「ソ 2 ウ 3@創|シ 2 ョ 2 ウ 3@傷★…」 

これに基づいて、Linearization アルゴリズ

ム (4) における Linearization 文字列の定義

を以下のように変更した。 

 
Linearization 用文字列：＝ 
{【「ア－ン + 数字」ペアの列で表現した 

   ヨミガナ+ @ + エントリー文字列本体】

をエントリー文字列 1 文字ごとに繰り返し
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たもの} を、上位階層からセパレータ「★」

で引き継がせた階層パス付き文字列 

 
C-2) ユーザビリティの改善 
 前年度までに構築してきた ICD10/11 統

合管理 Web プラットフォームに対して、エ

ントリーの追加・修正を行う際の操作の観

点から、いくつかのユーザビリティ改善の

課題が抽出され、これに基づいて UI の改善

を行った。具体的には 
・ 各索引語の編集画面において、上位階

層からのパスが表示される機能 
・ 対応する WHO 勧告のURC 番号を管理

し、当該ページとリンクする機能 

・ 各索引語の ICD コードから WHO の当

該コードの内容例示とリンクする機能 
・ 各索引語の有効年月日については、

WHO の採択年 (approved date), 適用年

(implementation date), 日本への適用予

定年を記入し、選択できる機能 

・ その他任意の備考を管理する機能 
である。 
その他の機能は昨年までに開発した Web

アプリケーションを元にしており、任意の

適用指定時点における索引データベースス

ナップショットをCSV形式でダウンロード

することができる。詳細は平成 27 年度分担

研究報告書を参照されたい。 
 

C-3) 日本語版 ICD-11 coding tool との連携

に向けての課題 
 現在、WHO は ICD-11 coding tool を開発

中である (図 1 参照)。これは索引語に相当

する英単語を空白で区切って複数指定する

と、逐次該当する ICD エントリーの候補が

絞られていくAjaxアプリケーションである。

上述の索引語Web管理プラットフォームの

データベースをこのツールに接続し、

ICD-11 coding tool の日本語版を開発する

ことは今後の重要な課題である。今回厚生

労働省政策統括官付参事官付国際分類情報

管理室を介し WHO 側の担当者の協力を得

て、この日本語版の開発に向けて WHO 側

のプラットフォームが利用可能であるか、

また今後どのようなリソースの整備が必要

であるかを検討した。 

(図 1. 開発中の WHO ICD-11 coding tool, 
http://icd11ct.cloudapp.net/ct/icd11_mms/en/current#/) 

 
 まず、WHO の協力を得て、現在対訳が存

在する ICD-11 エントリーについて、日本語

形態素解析器 kuromoji で形態素解析を行い、

英語版と同じプラットフォームに載せたテ

スト版が下図図 2 に示すものである。 

 (図 2. ICD-11 coding tool 日本語仮版) 
 
図 2 は「神経」と入力した結果、左側の

ペインに関連するキーワード、真ん中のペ

インには該当する ICD-11 エントリー、右側

のペインには章ごとにまとめたヒット件数

が表示されており、英語版と使用感はほぼ

同一のものである。基本的には WHO の

ICD-11 coding tool のプラットフォームに
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日本語版のコンテンツを掲載し同一の操作

感で利用できる感触を得た。その一方でい

くつかの課題も抽出された。 
(1) 表記ゆれの解消方法 

現在は「肝臓 がん」あるいは「肝臓が

ん」と打っても何もヒットしない。そ

れは ICD-11 エントリーが「肝の悪性新

生物＜腫瘍＞」だからである。このよ

うな表記ゆれを吸収するためには 
 肝 と 肝臓 が同義語である 
 がん と 悪性新生物 が同義語で

ある 
という知識を与えておく必要がある。 
WHO の現状のシステムでは、予め各エ

ントリー語（疾患カテゴリー名）に対

して同義語を用意しておく方式と、各

形態素 (肝, がん) の言い換えリスト

を用意しておいて、クエリに対して動

的に言い換えを生成して検索する方式

の両方に対応している、ということで

あった。これまで国内では前者の方式、

つまり「疾患名に対する同義語リスト」

しか存在せず、後者の方式を取るため

には形態素の言い換えリストの整備が

急務である。 
(2) 索引語の整備 

図 2 の日本語版 (仮版) では日本語エ

ントリー語に対し、フリー公開されて

いる形態素解析器 kuromoji と辞書

IPADIC を使用し、分割した形態素を元

にしてインデクス付けが成されている。 
そのため、関連する索引語 (左側のペ

イン) のリストには余分な語 (機能語

等) が数多く含まれており、医療用語

も十分に含まれていない。 

今後ユーザーの利便性の向上のために

は、これら機能語の除去、並びに医療

辞書を用いた形態素解析結果による索

引語リストの整備が必要である。 

(3) 未訳エントリーに対する翻訳支援 
現在我が国からの情報提供に基づき、

上記 coding tool に収載されている日本

語エントリーは全 ICD-11 エントリー 
約 85,000 語) のうちの約 36%程度 (約

30,000 語) である。 
この未訳リスト (参考資料参照) につ

いては、今後日本語エントリーを付与

する必要がある。英語版エントリー語

に修正が無いものについては、対応す

る日本語エントリーが既に含まれてい

るため、残りのものについては日本語

版エントリーに何らかの修正が必要で

ある。 

 
D. 考察 
本研究により、今後最新版の WHO 

ICD-10を病名レベルでキャッチアップしな

がら国内の迅速な修正適用を図るための情

報基盤 (日英対応索引語管理 Web プラット

フォーム) について課題抽出と修正が施さ

れ実運用に向けての目処が立ったことは大

きな成果である。 

将来的には、ICD-10 日本語版の索引表を

書籍媒体にて刊行することは無くなってい

く可能性が考えられる。診療情報管理士な

どエンドユーザーにとって、紙媒体冊子の

方が電子データより扱いに慣れており検索

しやすいという意見も存在するであろうが、

表記の揺れなどを吸収したより高度/柔軟

な検索、文字列からの ICD コード候補なら

びに理由の提示によるリコメンテーション

エンジンの搭載、病院情報システムとの連

携など電子化の各種恩恵を考えると、索引

表統合検索システムの電子化プラットフォ

ームの推進は人手負担の軽減並びにコーデ

ィング精度の担保の観点から極めて重要で

ある。しかし、これを推進したからといっ

て、いわゆる紙媒体に特有な書籍用

Linearization (代表的に辞書並び順) が不要
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になる訳では無いことが判明した。例え表

示される媒体が紙であろうがコンピュータ

ー画面であろうが、今後 WHO の修正に基

いてアップデートする DB 管理上の挙動に

おいては、「ある特定の索引語の前後の情

報」を参照することが重要であり、単に目

的の索引語のみの情報が閲覧できれば良い

訳ではない。その意味で周辺の情報が従来

の書籍並び状に表示された状態で、DB 更新

作業を行うインターフェイス、また一定の

更新作業の後に、書籍並び順にソートし直

す機能は重要であり、本研究で開発した統

合管理 Web システムと Linearization アルゴ

リズムは従来の人手管理作業の大幅な軽減

に寄与すると考えられる。 
現在、WHO は ICD-11 コーディングの支

援ツール(ICD-11 coding tool) を開発してい

るが、今回の調査により、索引語データベ

ースを元にして現行の WHO ICD-11 coding 
tool プラットフォームに統合し日本語版

coding tool が開発できる感触を得たが、同

時にいくつかの課題も抽出された。表記ゆ

れの解消については、これまで構築してき

た日英対応索引語データベースにおいて、

各索引語 (形態素) の言い換え情報が含ま

れているため、これを抽出して整備するこ

とで対応可能と考えられる。また、索引語

リストの整備については、前述の索引語デ

ータベース、並びに標準病名マスターの索

引語テーブルなどを集約し、病名に関する

索引語(形態素)リストを開発することが有

用と考えられ、今後の課題である。英語版

ICD-11エントリーに対応する日本語が存在

しないものについては、最終的には専門家

による確認が必須であるものの、候補を自

動で提示するなどの支援ツールの開発が望

まれる。本研究での索引語データベースは

形態素レベルの日英対訳となっているため、

これを活用することで既に ICD-11 コード

が分かっている英語エントリーの情報を活

用して日本語の ICD-11 コード候補を提示

できると考えられ、これも今後の重要な課

題である。 
 
E. 結論 

本年度研究では、昨年までの成果を発展

させ、日英対応傷病名索引の Web 管理プ

ラットフォームについて実運用上の課題

を抽出し、機能改善を行った。また今後

この傷病名索引データベースを元に

WHO ICD-11 coding tool の日本語版を開

発する上での課題について検討を行った。

本研究成果によって傷病名レベルで最新

の WHO ICD-10 を国内適用し、ICD-11 と

の対応を含めて統合的に維持管理するこ

とが可能となると共に、今後 ICD-11 との

対応分析を行う際に有用な情報基盤とな

ると考えられる。 
 
F. 健康危険情報 

なし 
 
G. 研究発表 

なし 
 
H. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 
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＜参考資料＞WHO ICD-11 coding tool での日本語未訳エントリー (一部抜粋) 
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